
- 1 - 

議 事 録 兼 報 告 書 

会 議 名 称 第１回伊那市行政改革審議会 

日 時 平成３０年８月７日（火） １３：３０～１４：２５ 

場 所 庁議室 

議 題 

（１） 平成２９年度 行政改革の取組結果について 

（２） 行政評価後の対応状況について 

（３） 平成３０年度行政評価について 

議 事 内 容 

１ 開  会（総務部長） 

２ 委嘱書交付（林副市長） 

  旧委員８名、新任委員２名 

３ あいさつ（林副市長） 

あいさつの後、委員自己紹介 

４ 正副会長の選出 

  会長に上野山 登さん、副会長に鈴木のり子さんが決定 

５ 協議事項（上野山会長） 

（１） 平成２９年度 行政改革の取組結果について 

－資料に基づき説明（事務局）－ 

【資料２】行政改革大網取組結果について 

【資料３】（参考資料）第３次伊那市行政改革大網 

（２）行政評価後の対応状況について 

－資料に基づき説明（事務局）－ 

【資料４】平成２８年度 行政評価（外部評価）主管課の取組状況 

【資料５】平成２９年度 行政評価（外部評価）主管課の方針 

【資料６】（参考資料）平成２９年度伊那市事務事業外部評価報告書 

・長藤健康増進施設管理運営について利用率はどのくらい上がっていて、採算はどのくらい

なのか（唐澤委員） 

→具体的な数値は確認できていない（事務局） 

→確認するべき。ただの赤字なのか、地域住民のためになっているのか見えない。修復工事

も必要な施設であり、本当にそこまでして存続させる意義があるのか。（委員） 

→次回会議までに数値を提示する。（事務局） 

（３）平成３０年度行政評価について 

－資料７に基づき説明（事務局）－ 

（４） その他 

・市の方針が見えていると改善する余地がある。芯が見えないのにどのようにしていくか審議

するというのはなかなか難しい。（委員） 

→市長の諮問に対して検討し、更新する審議会なので、市の全体の話をしてしまうと範囲が広

すぎる。（上野山会長） 
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→市議会が市長の方針も含め管理し、市の職員と共に審議会で実行していく上で我々が審議す

ると理解している。市議会の中でしっかり問題点を審議して欲しい。（委員） 

→我々の仕事は、市長の諮問に対して検討することだけである。市政への意見として受け止め

る。（上野山会長） 

・都市計画路線が市内にたくさん引かれている。中には半世紀以上前から計画されているが未

だに未着工のものもかなりある。他の行政団体においては、２０年・３０年間未着工の路線

については計画を廃止するなどの検討をおこなっている。伊那市でも計画路線の見直しを早

急に行うべきではないのか。（上野山会長） 

→都市計画路線、都市計画区域については指定をしつつ、見直しが行われていない状況である。

ご意見としてお聞きし、次回までに現状を調べ報告させていただきたい。（事務局） 

・天候の不順や、温暖化の影響で予期せぬ雨量や災害が発生しているため、伊那市も各地域が

安心して住めるように真剣に考えるべき。（委員） 

→意見として事務局で受け止めていただきたい。（上野山会長） 

・最初に評価事業を決定するにあたり、当初１５項目が提案されており、悩みながら項目を選

んだ。決定された６事業についての経過をお聞きしたい。 

→単純に票が多い所から選定した。（事務局） 

４ そ の 他 

  次回の会議について 

５ 閉  会（上野山会長） 

以  上 

 


